
寺
社
参
詣
に
お
け
る
書
物
の
機
能

鎌
倉
参
詣
と

『
新
編
鎌
倉

志
』

原

淳

一
郎

寺社参詣における書物の機能(原)

は
じ
め
に

中
世
宗
教
と
は
違
う
近
世
宗
教
史

の
大
き
な
特
徴
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
幕

藩
権
力
に
よ
る
檀
家
制
度
も
含
め
た
宗
教
統
制
、
宗
教
者
組
織
編
成
、
そ
し

て
寺
社
参
詣

の
発
達

・
民
衆
化
で
あ

る
。
前
者
に
つ
い
て
は
竹
田
聴
洲
、
、
大

桑
斉
、
、
朴
澤
直
秀
、
の
各
氏
に
よ
り
民
衆
、
地
域

の
自
立
性

の
上
に
幕
藩
権

力
が
制
度
化
し
た
も
の
と
の
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
近
年
で
は
高

埜
利
彦
氏
、
ら
の
身
分
論
的
宗
教
史
も
活
況
を
呈
し
て
い
る
。

一
方
で
、
後
者

に

つ
い
て
は
、
新
城
常
三
氏
の
大
著

『
社
寺
参
詣

の
社
会
経
済
史
的
研
究
』
,

が
上
梓
さ
れ
て
以
降
、
総
括
的
な
試

み
は
少
な
い
も
の
の
、
名
所
論

・
地
誌

論

・
道
中

日
記
研
究
な
ど
新
た
な
る
展
開
を
次

々
と
生
ん
で
い
る
。
さ
て
、

先
述
の
新
城
氏
は
、
著
書
の
な
か
で
近
世
に
社
寺
参
詣
が
発
達
し
た
要
因
と

し
て
次

の
よ
う
な
も

の
を
挙
げ

て
い
た
。

「民
衆
の
上
昇
」

「交
通
環
境
の
好

転
」
「参
詣

の
遊
楽
化
」

「乞
食
参
詣
の
横
行
」

「御
師

・
宿
坊
の
発
達
」

「講

の
発
展
」
「封
建
的
規
制
」
の
七
点
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
俯
瞰
す
る
と
、
現
在

研
究
が
進
ん
で
い
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
す
な
わ

ち
宗
教
史
、
寺
社
参
詣
史
単
独
で
解
決
で
き
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と

の
差
と
も
言
え
よ
う
。
新
城
氏
の
指
摘
さ
れ
た
要
因

の
ほ
か
に
、
現
今

の
研

究
状
況
を
鑑
み
る
と
絶
対
に
外
す
こ
と

の
で
き
な
い
の
が

「情
報
文
化
の
発

達
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
名
所
記

・
名
所
案
内
記
類
、
旅
を
題
材
と
し
た
滑

稽
本
、
絵
図
な
ど
の
盛
業
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
も
寺
社
参
詣
史

の
み
で
は

解
決
で
き
な

い
も
の
で
も
あ
る
。

寺
社
参
詣
史
に
関
連
す
る
情
報
文
化
と
い
う
点
で
い
え
ば
、
以
下
の
二
通

り
の
研
究
方
法
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。
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①
名
所
案
内
記

・
名
所
図
会
の
成
立
背
景
、
作
者

の
詳
細

の
解
明
、
な
ら

び
に
,類
型
化
を
す
る
も
の
。
古
く
は
国
文
学
の
範
疇
で
あ

っ
た
が
、
最

近

で
は
地
理
学
、
歴
史
学

(地
誌
史
、
由
緒
論
)
的
立
場
か
ら
も
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
る
。

②
名
所
案
内
記

・
名
所
図
会
の
記
事
、
項
目
、
対
象
範
囲
、
絵
な
ど
か
ら

民
衆
思
想
、
社
会
構
造
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
も
の
。
具
体
的
に
は
、

都
市
景
観
構
造
、
都
市
名
所
形
成
、
名
所
観
な
ど
を
考
察
す
る
も
の
で

あ
る
6。

だ
が
寺
社
参
詣
史

の
発
達

の
要
因
を
見
極
め
よ
う
と
す
る
揚
合
、
本
当
に

問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、

い
っ
た
い
こ
う
し
た
出
版
物
が
ど
の
程

度

の
人
の
目
に
触
れ
、
そ
し
て
本
当

に
参
詣
を
誘
発
す
る
も
の
と
な
り
得
た

の
か
否
か
、
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

一
般
的
に
こ
う
し
た
出
版
物
が

「読
む

も
の
」
か
ら

「使
う
も
の
」

へ
と
変
化

し
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
例
え
ば

『
膝

栗
毛
』
が
爆
発
的
に
ヒ
ッ
ト
し
参
詣
を
誘
発
し
た
と
安
易
に
書
か
れ
る
こ
と

が
多

い
。
だ
が
、
本
当
に
こ
れ
を
実
証
し
た
人
が
い
る
だ
ろ
う
か
。
と
は
言

え
、
そ
れ
で
は
雲
を

つ
か
む
ご
と
き
話
で
あ
る
。
そ
れ
故
本
稿
で
は
、
と
り

あ
え
ず

一
つ
の
場
、

一
つ
の
書
物
、

一
つ
の
地
誌
を
事
例
と
し
て
、
そ
の
検

証
を
行

っ
て
い
き
た
い
。
本
文
中
で

は
、
情
報
文
化
が
参
詣
を
誘
発
す
る
も

の
で
あ

っ
た
か
否
か
と
い
う
点
も
考
察
す
る
が
、
書
物
が
名
所
空
間
構
造
、

名
所
形
成
に
与
え
る
影
響
は
い
か
な

る
も
の
か
と
い
う
点
も
含
め
て
、
寺
社

参
詣
に
お
け
る
書
物
の
機
能
を
全
般
的
に
考
察
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
る
。

そ
れ
で
も
、
近
年
で
は

【作
成
】
↓

【受
容
】
(読
者
)
↓

【参
詣
行
動
】、

【作
成
】
↓

【受
容
】
(地
域
、
地
元
)
↓

【
地
域
構
造
】
と
い
っ
た
諸
点
を

一
体
化
し
て
把
握
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
研
究
も
若
干
な
が
ら
見
受
け
ら

れ
る
,
。
ま
た
寺
社
参
詣
史
と
は
特
別
関
係
な
い
が
、
近
世
の
著
名
な
地
誌

『
利

根
川
図
志
』
が
創
ら
れ
た
背
景
、
お
よ
び
そ
の
販
売
層
を
詳
細
に
明
ら
か
に
.

し
た
川
名
登
氏
の
研
究
,
も
、
書
物

の
流
通
史
と

い
う
観
点
に
お
い
て
大

い
に

参
考
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
数
年
急
速
に
質
量
土
ハに
向
上
し
て
い

る

〈知
〉

の
形
成
論
の
動
向
に
も
目
を
配
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
、
。

と

こ
ろ
で
、
本
稿

で
考
察
対
象
と
す
る
の
は
近
世

の
鎌
倉

で
あ
る
。
鎌
倉

は
、
中
世
前
期
の
政
治
的
中
心
都
市
か
ら
い

っ
た
ん
寂
れ
、
近
世
初
頭
に
は

一
農
村

の
様
相
を
呈
し
た
と
い
う
の
が

『
鎌
倉
市
史
』
な
ど
に
お
け
る

一
般

的
見
解

で
あ
る
。
そ
の
後
は
再
び
脚
光
を
浴
び
、
近
代
以
降
は
海
水
浴
場
、

リ
ゾ
ー
ト
地
、
文
化
都
市
、
古
都
な
ど
と
多
様
な
側
面
を
持
ち
合
わ
せ
た
都

市
で
あ
る
。

こ
の

一
般
的
見
解
に
従
う
な
ら
ば
、
近
世
鎌
倉
史
は
観
光
都
市

と
し
て
新
た
に
再
発
見
さ
れ
、
再
生
し
て
い
く
時
期
に
あ
た
る
。
ま
た
十
九

世
紀

の
毛
利
家
、
島
津
家

の
藩
祖
廟
整
備
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
武
家
の
聖

地
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
側
面
も
あ
る
。
さ
ら
に
は
地
域
か
ら

の
情
報
発

信
も
盛
ん
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
鎌
倉
絵
図

・
鎌
倉
名
所
記
と
い

っ
た
出
版

物
が
、
在
地
出
版
か
ら
発
信
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
鎌
倉

は
、

い
く

つ

も
の
層

の
名
所
認
識
が
存
在

し
た
可
能
性
が
あ
る
興
味
深
い
素
材
な
の
で
あ
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寺社参詣にお ける書物の機能(原)

る

。

一
、
道
中
日
記

・
紀
行
文

の
分
析

1

参
詣
の
一一形
態

考
察
を
進
め
て
い
く
前

に
、
道
中

日
記

・
紀
行
文
の
類
か
ら
、
当
該
地
の

参
詣
行
動
に

つ
い
て
確
認
し
て
お
く

こ
と
と
し
た

い
。
こ
れ
ら

の
史
料
を
分

析
す
る
と
、
お
お
よ
そ
二
形
態

の
参
詣

行
動
が
浮
か
び
上
が
る
。
そ
れ
が
①

周
回

・
三
所
巡
り
型

[金
沢

・
鎌
倉

・
江
ノ
島
]
と
②
簡
略
型
で
あ
る
。
①

周
回

・
三
所
巡
り
型
は
、
鎌
倉
内
に

二

・
三
日
滞
在
し
、
江
ノ
島
な
ら
び
に

金
沢

(六
浦
)
と
あ
わ
せ
て
三
箇
所
を

必
ず
ま
わ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

お
お
よ
そ
鶴
岡
人
幡
宮
門
前

の
雪
の
下
に
宿
泊
し
、
東
西
南
北
を
隈
無
く
見

聞
し
て
歩
く
者
が
多
か

っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
②

の
簡
略
型
は
半
日
か
ら

一
日
の
滞
在
で
、
通
過
す
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

の
も
の
で
あ
る
。

①
周
回

・
三
所
巡
り
型
に

つ
い
て
、
と
り
わ
け
特
徴
的
な
点
に

つ
い
て
よ

り
詳
細
に
指
摘
し
て
み
よ
う
。

こ
の
行
動
形
態
を
見
せ
る
人

々
は
、
主
に
江

戸

の
住
人
で
あ
る
。
ま
た
史
料

は
紀
行
文
と
い
え
る
も

の
が
多

い
。
彼
ら
は

そ

の
主
た
る
目
的

こ
そ
多
種
多
様
で
あ

る
。
だ
が
、
い
ず
れ
も
鎌
倉
に
滞
在

す
る
風
を
見
せ
、
そ
の
間
、
実
に
数
多

く
の
名
所
を
ま
わ

っ
て
い
る
。
分
析

対
象
と
し
た
二

一
点

の
紀
行
文

で
い
え
ば
、
実
に
二
四
二
名
所
を
訪
問
し
て

い
る
。
②
簡
略
型

(
二
四
点
)
が
わ
ず

か
三
五
名
所

で
あ
る
の
と
は
対
照
的

で
あ
る
。
ま
た
代
表
的
な
名
所
案
内
記

で
あ
る

『
東
海
道
名
所
図
会
』
に
紹

介
さ
れ
る
の
が

一
二
二
名
所
で
あ
る
か
ら
、
こ
う
し
た
案
内
記
類
に
示
さ
れ

た
名
所
空
間
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
か
の
ご
と
く
数
多

の
名
所
を
開
拓
し
て

い
た
と
い
う

こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
例
え
ば

『
新
編
鎌
倉
志
』

(四
四
三
名

所
掲
載
)
の
よ
う
に
、
名
所
を
悉
く
網
羅
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
地
誌

類
に
は
さ
す
が
に
及
ん
で
い
な
い
。

ま
た
江
ノ
島

・
鎌
倉

・
金
沢
と
、
三
所
巡
り
を
す
る
の
が
彼
ら

の
特
徴
で

あ
る
が
、

こ
の
う
ち
金
沢

へ
赴
く
行
動
が

こ
の
特
徴
を
決
定
づ
け
て
い
る
。

何
故
な
ら
、
②
簡
略
型

の
人
々
も
江
ノ
島

・
鎌
倉

の
二
箇
所
は
た
い
て
い
訪

れ
る
が
、
金
沢
に
行
く
ケ
ー

ス
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
金
沢
は
、
江
戸
在
住

の
知
識
人
層
に
よ

っ
て
専
ら
名
所
化
し
た
土
地
で

あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『新
編
鎌
倉
志
』
の
凡
例
に
あ
る

「金
澤
者

武
州
六
浦
荘
、
而
非
相
州
鎌
倉
郡

(中
略
)
地
理
相
接
景
勝
秀
美
、
聞
人
墨

客
過
鎌
倉
、
以
遊
金
澤
為
壮
観
」
τ・
と
の
言
葉
か
ら
も
分
か
る
。

②
簡
略
型
に
類
型
さ
れ
る
史
料
は
、
東
北
地
方
住
人
の
手
に
よ
る
道
中

日

記
が
主

で
あ
る
H
。
彼
ら
は
、
鎌
倉
を
通
過
す
る
か
の
よ
う
に
、
東
海
道
戸

塚
宿
か
ら
南
下
し
、
山
ノ
内
か
ら
雪
の
下
、
長
谷
を
経

て
江

ノ
島

へ
抜
け
る

ケ
ー
ス
が
多
か

っ
た
。
訪
問
地
も
、
円
覚
寺

・
建
長
寺

(山
之
内
)
、
鶴
岡
八

幡
宮

(雪
の
下
)、
大
仏

・
長
谷
寺

・
御
霊
社
(長
谷
)
の
お
お
よ
そ
六
カ
所
に

特
定
さ
れ
る
傾
向
が
あ

っ
た

(図
1
参
照
)。
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2

歴
史
的
知
識
の
基
盤
-
記
憶
の
再
構
成
化

図1鎌 倉 ・江 ノ島

 

こ
の
よ
う
な
違

い
を
も
た
ら
す
要

因
は
様

々
あ
ろ
う
。
だ
が
、
あ
く
ま
で

も
文
献
史
学
の
立
場
か
ら
、
史
料
上

で
明
ら
か
に
し
う
る
と
こ
ろ
か
ら
考
察

し
て
お
き
た
い
。
と
り
わ
け
、
①
周

回

・
三
所
巡
り
型

の
行
動
を
示
す
江
戸

の
知
識
人
層
が
、
い
か
に
名
所
案
内

記
に
も
載
ら
な
い
よ
う
な
名
所
を
発
掘

し
え
た

の
か
、
と
い
う
点
を
問
い
た

い
。
そ
こ
で
、
次
に
江
戸
在
住
者
の
知

識

の
基
盤

へ
の
考
察
を
行
う
。

表
1
は
、
代
表
的
名
所
案
内
記
で
あ
る

『
東
海
道
名
所
図
会
』
の
鎌
倉
部

分
、
鎌
倉

の
代
表
的
地
誌

『新
編
鎌
倉
志
』、
そ
し
て
①
周
回

・
三
所
巡
り
型

の
行
動
を
す
る
参
詣
者

の
紀
行
文
、
そ
れ
ぞ
れ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
文
献
の

統
計
を
と

っ
た
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
徳
川
光
圀
の
命

で
彰
考
館
に
よ
り

編
纂
さ
れ
た

『
新
編
鎌
倉
志
』
は
、
百
十
九
冊
も
の
引
用
文
献

の

一
覧
を
添

え

て
い
る
。
孫
引
き
を
せ
ず
、
で
き
る
だ
け
原
典
に
あ
た
り
、
考
証
す
る
と

い
う
行
為
は
考
証
学
の
立
場
を
明
確
に
打
ち
出
し
た
も
の
と
言
え
る
。

さ
て
、
表
1
の
三

つ
の
ケ
ー

ス
を
見
る
と
、
あ
え
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な

く
、
『
吾
妻
鏡
』
『
太
平
記
』
『
元
亨
釈
書
』
と
い

っ
た
史
料

の
引
用
が
群
を

抜
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
書
物
が
、
流
布
本

・
通
俗
書

・
講
談

・
講
釈

・
芸

能
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
手
段
で
受
容
さ
れ
た
か
は
別
と
し
て
、
い
か
に
中
世

前
期

の
基
本
的
文
献
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
前
期
水
戸
学
派
の
み
な
ら
ず
、
紀
行
文
の
作
者
達
全
体
に
、
こ

う
し
た
中
世
前
期
.の
国
史
を
再
構
成
化
す
る
営
み
が
看
取
さ
れ
る
こ
と
は
、

や
は
り
歴
史
意
識

の
昂
揚
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
た

『
吾
妻
鏡
』
と

『
太
平
記
』

の
対
象
年
代

の
問
に
は
、
十
三
世
紀
後

半
か
ら
十
四
世
紀
前
半
ま
で
約
六
十
年
の
空
白
期
問
が
あ
る
。

こ
の
空
白
期

間
を
埋
め
る
書
物
と
し
て
、
『梅
松
論
』
や

『
北
条

(鎌
倉
)
九
代
記
』
と
い

っ
た
書
物
が
、
さ
ら
に
は
十
四
世
紀
後
半
か
ら
十
五
世
紀
の
鎌
倉

の
状
況
を

示
す

『
鎌
倉
大
草
子
』
が
、
そ
れ
ぞ
れ
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
金

沢
や
鎌
倉
を
訪
れ
る
よ
う
な
江
戸

の
知
識
人
層
は
こ
う
し
た
書
物
を
引
用
し

考
証
し
う
る
ほ
ど
に
読
み
こ
な
し
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
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表1近 世地誌 ・紀行文鎌倉部の引用文献

東海道名所図会 薪編鎌倉志 知識人層旅ヨ記

引用文献 引用
回数 引用文献

引用
回数 引用文献 引用

回数
吾妻鏡 17 吾妻鏡 138 吾妻鏡 78

太平記 5 充亨釈書 28 太平記 16

元 亨釈書 ・万葉集・夫木集 4 太平記 25 元亨釈書 8

鎌倉(北 条)九 代記 13 夫木集 z

鎌嘗繍 丁(海週記)・藤谷 3 鎌倉大草チ 11 歉編鎌禽志 5
集

鶴岡八幡宮社務職次第 10 東海道名所記 ・万葉集 ・北国 3

紀行・発心集 ・後堀河百首・
長 門本,.家 物語 ・流布本 2 吾妻鏡脱漏 ・鎌 倉年 中行事 ・花 7 十六夜 日記 ・梅松論 ・平家物
平家物語 ・沙石集 ・新編鎌 押藪 語
倉志

梅松論 ・鎌倉大 β記 ・平家物語 6 大友興廃記 ・海道記 ・鎌:倉九 2

代記 ・鎌倉大S記 ・長門本平

家物語 ・沙石集
保元物語 ・鎌倉大草子 ・十 1 鶴 岡八幡宮記 ・央木集(抄)・ 目 5

六夜 目記・徒然草 ・鎌倉 工集 ・沙石集 ・関東五 山記 ・空華

記 ・倭名類壱 聚抄 ・山家 集 ・神明鏡

集 ・新古今集 ・拾遺愚草 ・

後堀河百首・新後撰集 ・拾 詞林採葉 抄・上杉禅秀記 ・帝王 4 癰勅撰 称歌集 ・曽我物語 ・堵1 1

玉集 ・薪拾遺集 編年記 嚢抄 ・新拾遺和歌集・関東兵
乱記 ・鶴 岡 日記 ・無極抄 ・大

f六 夜 臼記 ・万葉集 ・北条盛衰 3 納言公任家集・続古今和歌

記 集 ・闇斎遠遊紀行・類聚名所
物歌 ・楚忽百首 ・詞林采葉 ・

神歓考 ・新古今和歌集 ・東宝

記・北条五代記 ・上杉禅宗

記・鎌倉年 中行事・鎌倉大草

子・徒然草 ・チ寿謡 ・源 平盛

寰記 ・臥雲 日件録

天正本 ・異本を各1点 ずつ含 む。平家 そのほか鎌 倉記(松 村〉・鎌倉物語

物語 には長 門本2点 、異本1点 を含む (中川喜雲)・鎌倉順礼記(沢 庵)を

参考図書とした旨記載あり(各1

回)。新編鎌倉志の引用はす べて
19世 紀 のもの 。

注)薪 編鎌 倉志 は2ｮ以 下は省略。
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二
、
『
新
編
鎌
倉
志
』

の
機
能

1

『新
編
鎌
倉
志
』
編
纂
の
過
程

『
新
編
鎌
倉
志
』
は
、
貞
享
二
年

(
一
六
八
五
)
に
成
立
し
た
が
、
そ
の

調
査
が
敢
行
さ
れ
た
の
が
、
そ

の
十

一
年
前
、
延
宝
二
年

(
一
六
七
四
)

の

こ
と
で
あ
る
。
徳
川
光
圀

一
行
は
、
水

戸
を
発
し
、
房
総
を
経
て
金
沢

・
鎌

倉

に
入

っ
た
。
そ
の
調
査
期
間
中
は
、

水
戸
徳
川
家
ゆ
か
り
の
英
勝
寺
に
滞

在
し
た
。

こ
の
鎌
倉
調
査
の
模
様
は
、
『
鎌
倉
日
記
』
と
題
す
る
紀
行
文
と
し

て
残
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
後
、
現
地

調
査
を
命
ぜ
ら
れ
た
河
井
恒
久
ら
十
二

名
、
な
ら
び
に
病
気
で
英
勝
寺
に
常
駐

し
て
い
た
松
村
清
之
、
河
井

の
死
後

そ
の
業
務
を
引
き
継
い
だ
力
石
忠

一
ら
の
尽
力
に
よ
り
調
査

・
編
集
が
十

一

年
間
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
梍
。
こ
う
し
た
調
査
方
法
は
、
同
時
期
に
進
物

番
小
野
沢
助
之
進
を
在
京
さ
せ
て
行
わ

れ
て
い
た
京
調
査
と
類
似
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
編
纂
さ
れ
た
地
誌

『新

編
鎌
倉
志
』
は
、
単
な
る
地
誌

で
は
な

い
。
こ
れ
を
も

っ
て

『
大
日
本
史
』

編
纂

の
礎
と
し
よ
う
と

い
う
徳
川
光
圀

の
意
気
込
み
が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
本
人
が
現
地
調
査

の
先
鞭
を

つ
け
た
こ
と

に
も
表
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
鎌
倉

の
地
誌
を
編
纂
す

る
こ
と
は
、
す
な
わ

ち
中
世
前
期

の
歴
史
を
考
証
し
、
確
定
さ
せ
る
こ
と
に

つ
な
が
る
か
ら
で
あ

る
。

『
新
編
鎌
倉
志
』
の
特
徴
は
、
何

よ
り
も
地
元
の
伝
承
を
基
盤
と
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

「土
人
が
伝
な
り
」
「
土
人
曰
く
」
「
里
俗
に
」

な
ど
と
形
容
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

「土
人
」
と
は
い
え
、
鎌
倉
中
の
村
人
の

み
な
ら
ず
、
神
主
、
住
持
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
調
査
に
お
い

て
採
集
さ
れ
た
民
俗
伝
承
に
、
彰
考
館
に
お
い
て
、
文
献
に
よ
る
考
証
が
加

え
ら
れ
る
。
そ
し
て
最
終
的
に

『新
編
鎌
倉
志
』
へ
掲
載
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
二
の
特
徴
と
し
て
、
引
用
文
献

の

一
覧
が
添
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
『鎌
倉
日
記
』
に
は
三
二
冊
、
『
新
編
鎌
倉
志
』

一
一
九
冊

の
引
用
文
献

が
明
示
さ
れ
て
お
り
、
考
証
学

の
立
場
を
明
確
に
打
ち
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
引
用
文
献

の
な
か
に
は
、
閲
覧

の
機
会
を
得
が
た

い
社
寺
史
料
、
例
え

ば

「鶴
岡
八
幡
宮
社
務
職
次
第
」
「鶴
岡
八
幡
宮
記
」
な
ど
の
史
料
が
含
ま
れ

て
い
た

(論
文
末
史
料
参
照
)。

こ
う
し
た
社
寺
史
料

の
調
査
を
反
映
さ
せ
た

地
誌
は
、
後
の
知
識
人
層
に
と

っ
て
中
世
前
期

の
知
識
受
容
媒
体
と
し
て
、

鎌
倉
期

の
基
本
的
文
献
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
『新
編
鎌
倉
志
』
は
、
二

つ
の
相
反
す
る
よ
う
な
性
格
を
も

っ
て
い
た
の

で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
指
摘
し
た
点
を
、
具
体
的
事
例
で
も

っ
て
以
下
論
証

し
て
い
く
。
金
沢
八
景
の
成
立
に
は
、
次
の
よ
う
な
説
が
近
世
後
期
に
は
定

着
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
文
政
十
二
年

(
一
八
二
九
)

の
地
誌

『
鎌
倉
攬

勝
考
』
に
は
、
「当
所
八
景
の
勝
は
、
延
宝
の
こ
ろ
、
中
華

の
沙
門
東
皐
心
越

と

い
へ
る
禅
衲
が
、
本
邦

へ
帰
化
せ
し
を
、
水
府
公
の
召
に
応
じ
、
関
東

へ

下
向
の
砌
、
此
地
の
風
景
を
遊
観
し
、
彼
土
の
西
湖
八
景
に
似
た
る
勝
地
な
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り
と
て
、
詞
を
咏
ぜ
し
よ
り
、
人
景

の
名
お
こ
れ
り
と
も

い
ふ
」
爲
と
い
う

説
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
彰
考
館
は
、
『鎌
倉

日
記
』
に
お
い
て

「里
俗
相
伝
テ
有
八
景
ト

云
」
属
と
し
、
『新
編
鎌
倉
志
』

で
は

「里
民
相
伝

へ
て
」
伍
と
し
、
八
景
が

地
元
の
伝
承
と
し
て
起
こ
っ
た
も

の
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
前
期
水
戸
学

の

日
本
中
心
主
義

の
反
映
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
金
沢
八
景
は
、

中
国
の
西
湖

・
瀟
湘

の
仮
託
で
は
な

く
、
日
本
で
独
自
に
自
然

に
起

こ
っ
た

と
い
う
意
図
を
、
「里
俗
」
「里
民
」
・と

い
う
言
葉
に
込
め
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
中
世
前
期
か
ら
中
国
趣
味

の
金
沢

(六
浦
)

紀
行
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
早
く
か
ら
中
国

の
八
景

の
比
定
が
諸
説
な
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
が
民
俗
伝
承
と
し

て
地
元
に
残
存
し
て
い
た
こ
と
は
疑

い

の
な

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

表
2
は
、
近
世
の
金
沢
に
か
か
わ

る
代
表
的
な
名
所
案
内
記
、
地
誌
に
お

い
て
、
金
沢
八
景
の
場
所
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
こ
に
比
定
さ
れ
て
い
た
の
か
示
し

た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
表

2
に
よ
れ
ば

、
『鎌
倉

日
記
』

で
は
複
数

の
説
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、
鎌
倉
調
査

の
段
階

で
聞

い
た
八

景

の
説
を
す
べ
て
掲
載
し
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
新
編

鎌
倉
志
』
の
編
纂
時
に
は
取
捨
選
択
さ

れ
た
形
と
な

っ
て
い
る
。

小
括
す
れ
ば
、
水
戸
家
の
鎌
倉
調

査
に
よ

つ
て
、
先
行
文
献

の

『
鎌
倉
物

語
』

弼
の
み
な
ら
ず
、
民
俗
伝
承
も

取
り
あ
げ
ら
れ
、
八
景
に
関
す
る
説
は

一
通
り
網
羅
さ
れ
た
の
が

『
鎌
倉

日
記
』
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
諸
説
の

な
か
か
ら
、
継
続
さ
れ
た
調
査
、
文
献
に
よ
る
考
証
に
よ
り
、
ほ
ぼ
場
所
に

つ
い
て
は
確
定
さ
れ
た
の
が
、
『
新
編
鎌
倉
志
』
で
あ
る
と
言
え
る
。
け
れ
ど

も
、
そ
の
思
想
的
立
場
か
ら
か
、

「里
俗
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
側

面
も
あ

っ
た
。

2

『新
編
鎌
倉
志
』
の
名
所
空
間
構
造

へ
の
影
響

『
新
編
鎌
倉
志
』
が
名
所
空
間
構
造

へ
い
か
な
る
影
響
力
を
発
揮
し
た
か

見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
名
所
空
間
構
造
と
い

っ
て
も
、
そ
れ
を
構
築
す
る

の
は
地
元
だ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
を
訪
れ
る
側
も
、
名
所
の
創
造

の

一
端
を

担

っ
て
い
る
。

こ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
結
論
か
ら
言
え
ば
、
『
新
編
鎌
倉

志
』
が
、
そ
の
出
版
後
、
情
報
の
発
信
者

(地
元
)
・
受
容
者
双
方

へ
一
定

の

規
定
性
を
与
え

て
い
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
彰
考
館

の
名
を
も

っ
て

鎌
倉
内

の
各
名
所
を
権
威
化
し
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
表

3
は
、
京
六
角

通
り
で
書
肆
を
営
ん
で
い
た
柳
枝
軒
茨
木
屋
多
左
衛
門
が
扱

っ
た
彰
考
館

の

出
版
物

の
目
録

(正
徳
三
年
)
で
あ
る
"
。
こ
の
目
録

の
な
か
に
は
、
当
然

な
が
ら

『
新
編
鎌
倉
志
』
も
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
目
録
に
お
い
て
注
目
さ
れ

る
の
は
、
「参
考
」
と
冠
さ
れ
た
四
点
の
書
物
で
あ
る
。
『参
考
太
平
記
』
『参

考
保
元
物
語
』
『
参
考
平
治
物
語
』
『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
と
い
っ
た
も
の
は
、

そ
れ
ぞ
れ
専
門
的
知
識
人
か
ら
み
れ
ば
や
や
俗
書
と
い
え
る
軍
記
物
に
注
釈

を
加
え
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
版
本
は
、
現
在
各
所
に
残
さ
れ
て
お
り
、

あ
る
程
度
普
及
し
た
痕
跡
が
窺
え
る
。
水
戸
家
は
、
国
史

の
考
証
と

い
う
点
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表2近 世金沢八景:の比定史

書物名 夜雨 秋月 夕照 暮雪 帰帆 鯖嵐 落耀 硬鐘 心越故事
卜

飜 年名所和歌物議

}

小寒 向ひの原 瀬 戸 野嶋
↑室

の木
1
峠

で

平方 i称名寺

認 年鎌倉順禮記

季

笠嶋 野嶋 厦鳴 窟士の景

色

l
i
I

i

i

万治2年

(1t�59)
鎌倉物語 小泉 原1彎 戸備

t

野嶋
†1

室の木 1綜

1

軍方
圏

瀬戸橋1

延宝2年

(167尋)
鎌倉日記

照天宮.i

小泉 ・塩 柴村権:野 嶋 ・瀬

屡浜 ・笠 現 ・原i戸 の浦辺

嶋;

瀬 ケ崎 ・

野 嶋 ・密

士 の景色

室の木

毘幄 ・

瞭 ・瀬戸 平方

弁才天

口

;

:

1六浦 の南

,の茂 林 ・

瀬戸 橋

=

延 宝8年

11680)
鎌倉紀

…

谷村 羆木 卜野嶋 六浦 夏嶋 瀬戸 湖崎 1称名 寺
=

}

貞享2年

(1685)
新編鎌倉志

釜利谷村 訃

の塩歴の 柴繭村の 野嶋 ・瀬

浜(小 南辺:戸 の浦辺

泉〉 ・

瀬 ケ崎 刀切村 洲綺 平方(壌

焼浜〉
称名毒

;

ヒ鑼 覊罐靆靉嬲讌覇戀轣蟹嚢驫鑞韃韈轗疑韆
籬鑾灘鑾難

轟韓彎韆籤i蠶灘難 鯲 疆�6駢
嬲 鑓灘 韈爨灘韈攤 難聯覊攤嚢

_靉 靆戀馨 蠶難 鑁

E

霧蠶嚢 戀鑾1難攤 灘 黜鰯 聴轟塒蘇・鰤 糊騨㎎ ・W醜.蠶飜鑞愈濕

寛 敏1年

(1789

相州大山順路

之記
釜利俗 柴崎;概 嶋 瀬 ヶ1奇 刀劔

」
融崎
1

1平方
i称名寺

寛 致9年

(1797)

東海道名所図
会

な し

←

: ○

掌 和1年

(1801)
レ

三浦紀行

唖:

羞総鷲 蜘 鶸
;

=

瀬 ヶ崎 刀切村 洲崎 平方 称名寺

}

(里民棺

伝えて)

文政12年

(1820
鎌倉攬勝考

き

糶譱剛 響
:

量

内1[i

(瀬 ヶ

騎)

乙艫 〈刀

釖村〉
沸縞

i
事方(塩1

焼浜>1
称名毒 ○

天保7年

(玉836)
江戸名所図会 小泉 瀬戸 野嶋

s

内郷 乙艫 洲綺 平方 称堵寺 ○
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表3柳 枝 軒に よる彰考館訂本刊行 目録

(正徳3年 〕

書名 羅数:

bfr編鎌倉志g

参考太平記41

参考保尤平治15

参灣源平盛衰認54

難太平記2

医察必読10

草露貫珠22

古篆彙選5

i洪武1三蠶韻9

i花押籔7
i続花押籔7

救民妙薬集1

拾選往生慨2
舜水談綺 婆

狭桑鐘銘集6

舜水先生文集3◎

蛹に鬪庫文左蓬市耀(本.印後礁武洪)注

に
お
い
て
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と

し

っ
か
り
と
し
た
文
献
考
証
の
両
輪
を

も

っ
て
、
権
威
的
な
立
場
に
あ
り
、

い
わ
ば
考
証
学

の
最
先
端
で
あ

っ
た
こ

と
が
分
か
る
。

『
新
編
鎌
倉
志
』
が
後
世
に
与
え
た
影
響
に

つ
い
て
述

べ
る
と
、
第

一
に
、

鎌
倉
内
の
名
所
が
ほ
ぼ
固
定
化
さ
れ

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
近

世
を
通
じ
て
在
地
版
元
よ
り
出
版
さ

れ
た

『
鎌
倉
名
所
記
』
に
掲
載
さ
れ
る

名
所
数
は
、
正
徳
期
か
ら
明
治
期
ま

で
、
多
少
の
増
減
を
含
み
な
が
ら
も
ほ

ぼ

一
定
し
て
い
る
侶
。

一
般
的
に
、

旅

・
寺
社
参
詣
の
大
衆
化
、
近
世
的
名

所
化
と
も
に
、
名
所
装
置

へ
の
投
資

増
大

の
み
な
ら
ず
、
名
所
数
も
右
肩
上

が
り
に
増
え
て
い
く
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。

し
か
し
、
鎌
倉
に
限

っ
て
は
決

し
て
そ
う
で
は
な
い
。
や
は
り
こ
れ

は
、
『
新
編
鎌
倉
志
』
が
、
あ
る
程
度
新

名
所
形
成
を
阻
害
す
る
側
面
を
も

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、
表

1
の

「知
識
人
層
旅
日
記
」
の
欄
に
あ
る
通
り
、
十
九
世
紀

の

紀
行
文
に
お
い
て
、
『
新
編
鎌
倉
志
』

の
引
用
が
目
立

つ
こ
と
、
さ
ら
に
は
十

人
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
地
誌

・
紀
行
文
に
お
い
て
、

『
新
編
鎌
倉
志
』

の
記
述
を
そ
の
ま
ま
借
用
し
て
い
る
も

の
が
多
く
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
立
証
が
可
能

で
あ
る
。
後
者
に

つ
い
て
、
具
体
的
書
名
を
あ
げ

れ
ば
、
地
誌
で
は

『
相
州
大
山
順
路
之
記
』
(寛
政
元
年

〔
一
七
八
九
〕
)
・
『
鎌

倉
攬
勝
考
』
(文
政
十
二
年

〔
一
八
二
九
〕
)
、
紀
行
文
で
は

『
山
東
遊
覧
志
』

(安
永
八
年

〔
一
七
七
九
〕
)
・
『相
中
紀
行
』

(寛
政
九
年

〔
一
七
九
七
〕
)
・

『
三
浦
紀
行
』
(享
和
元
年

〔
一
八
〇

一
〕
)
・
『
四
親
草
』

(天
保
六
年

コ

八
三
五
〕)
な
ど
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
、
表
1
に
お
い
て
、
『
新
編
鎌
倉
志
』
と

「知
識
人
層
旅
日
記
」

「東
海
道
名
所
図
会
」
の
引
用
文
献
を
比
較
す
る
と
、
「東
海
道
名
所
図
会
」

「旅
日
記
」
の
引
用
文
献
に
あ

っ
て
、
『新
編
鎌
倉
志
』
に
な
い
も
の
は
歌
集

・

謡
曲
だ
け
で
あ
る
。
よ
り
詳
細
に
見
て
み
よ
う
。

「東
海
道
名
所
図
会
」
の
引

用
文
献
総
数
二
十
四
点

(『新
編
鎌
倉
志
』
を
除
く
)
の
う
ち

『
新
編
鎌
倉
志
』

の
引
用
文
献
に
な
い
も
の
は
、
『
山
家
集
』
『新
古
今
和
歌
集
』
『
拾
遺
愚
草
』

『藤
谷
集
』
『
拾
玉
集
』

の
わ
ず

か
五
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「旅
日
記
」

の

引
用
文
献
総
数
三
十
二
点

(徳
川
光
圀

『
鎌
倉
日
記
』

の
引
用
文
献
な
ら
び

に

『
新
編
鎌
倉
志
』
を
除
く
)
の
う
ち

『
新
編
鎌
倉
志
』

の
引
用
文
献
に
な

い
も
の
は
、
『
新
勅
撰
和
歌
集
』、
『
新
古
今
和
歌
集
』
、
謡
曲

「千
手
」
の
三

点

の
み
で
あ
る
。
両
者
と
も
す
べ
て
歌
集

・
謡
曲
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
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あ
く
ま
で
も
分
析
対
象
と
し
た
紀
行

文

・
名
所
図
会

の
限
り
だ
が
、
歴
史
書

・

軍
記
物
な
ど
歴
史
に
か
か
わ
る
文
献
史
料
に
お
い
て
、
『
新
編
鎌
倉
志
』
を
超

え
る
史
料
を
引
用
し
て
い
る
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に

つ
い
て
は

傍
証
に
過
ぎ
な

い
が
、
後
世

の
知
識

人
が
、
鎌
倉

の
知
識
を
大
部
分

『
新
編

鎌
倉
志
』
に
依
拠
し
て
い
た

こ
と
の
証
に
は
な
ら
な

い
だ
ろ
う
か
。

『
新
編
鎌
倉
志
』
の
後
世

へ
の
影

響
に
つ
い
て
、
具
体
的
事
例
を
も
と
に

述
べ
て
み
よ
う
。
第

一
の
事
例
は
、
す

で
に
筆
者
は
述

べ
た
こ
と
が
あ
る
が
、

若
宮
大
路

の
由
比
ヶ
浜
に
向
か

っ
て
右
手
に
あ
る

「畠
山
石
塔
」
と
い
う
大

き
な
石
塔
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
『
新
編
鎌
倉
志
』
に
よ

っ
て
確
定
さ
れ
た
名
所

で
あ
る
。
こ
こ
は

『
鎌
倉
日
記
』

の
調
査
の
段
階
で
は
、
畠
山

の
誰
の
墓

で

あ
る
の
か
判
然
と
し
な
か

っ
た

四
。
ま
た

『
新
編
鎌
倉
志
』

の
記
述
に
よ
る

限
り
、
そ
の
後
継
続
さ
れ
た
調
査
に
お
い
て
か
、
「畠
山
重
忠
」
の
墓
で
あ
る

と
す
る
地
元
の
伝
承
が
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
2・
。
し
か
し
、
結
局

『
新
編

鎌
倉
志
』
を
編
纂
し
た
段
階
で
は
、

『
吾
妻
鏡
』

の
記
述
か
ら
、
こ
れ
を

「畠

山
重
保
」

の
墓
と
し
て
認
定
し
た
斜
。
『新
編
鎌
倉
志
』
が
歴
史
と
民
俗
の
狭

間
で
も

つ
て
い
か
に
調
査

・
編
纂
さ

れ
た
か
を
知
る
に
は
好

い
素
材
で
あ
る
。

そ
の
後
、
こ
の
畠
山
重
保

の
墓
を
記
載
す
る
書
物
は
、
管
見

の
か
ぎ
り
、
す

べ
て

『
新
編
鎌
倉
志
』

の
説
を
踏
襲

し
て
い
る
。

第
二
の
事
例
は
、
金
沢
八
景
で
あ

る
。
先
述

の
通
り
、
東
皐
心
越
禅
師
が

漢
詩
を
詠
ん
だ

こ
と
に
起
源
を
求
め
る

「心
越
説
」
が
、
十
八
世
紀
半
ば
よ

り
金
龍
院

・
能
見
堂
の
出
版
物
に
取

り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
箆
。
だ
が
、

表
2
に
よ
れ
ば
、
八
景
が
確
定
さ
れ
た
と
さ
れ
る
十
八
世
紀
半
ば
以
降
も
、

別
の
説
系
統
が
存
続
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
『新
編
鎌
倉
志
』

の
説
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
『
三
浦
紀
行
』
が
執
筆
さ
れ
た

の
は
、
す
で
に
心
越

の
説
が
地
元
寺
社

・
版
元
に
よ
り
敷
放
さ
れ
て
い
た
時

期
だ
が
、
そ
の
記
主
は
忠
実
に

『新
編
鎌
倉
志
』

の
説
を
継
承
し
て
い
る
。

こ
の
両
説
を

(
A
)
心
越
説

(能
見
堂

・
金
龍
院
)
と

(
B
)
新
編
鎌
倉
志

説
と
呼
び
論
を
進
め
て
い
こ
う
。
心
越
説

の
歴
史
的
根
拠
の
有
無
は
と
も
か

く
と
し
て
、
八
景
そ
れ
ぞ
れ
の
呼
称
が
確
定
さ
れ
た
の
は
、

(A
)
が
登
場
し

て
以
降

の
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
(
A
)
す
な
わ
ち
現
在

の
金
沢
八
景

の
原
型

は
、
『
新
編
鎌
倉
志
』
に
よ

つ
て
ほ
ぼ
確
定
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
ま

で
諸
説
あ

っ
た
も
の
を
、
い
っ
た
ん
鎌
倉
調
査

・
『
鎌
倉
日
記
』
に
よ

つ
て
拾

い
上
げ
、
『新
編
鎌
倉
志
』
の
編
纂
時
に
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
お
お
よ
そ
の

筋
道
を
付
け
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

(B
)
は
場
所
の
比
定
を
行
い
、

こ
れ

を
参
考

に
し
た

(
A
)
は
呼
称

の
固
定
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
結
果
的

に
は
、
こ
の

(A
)
が
現
在
ま
で
力
を
持

っ
た
が
、
少
な
く
と
も
近
世
に
は
、

知
識
人
の
問
で

(B
)
を
と
る
人
々
が

い
た

こ
と
も
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ

る
。
『
新
編
鎌
倉
志
』
の
強

い
影
響
力
を
示
す
格
好

の
事
例
で
あ
る
。

ま
た

(A
)
と

(
B
)

の
両
方

の
説
を
継
承
し
て
誤
り
を
犯
し
て
し
ま

っ

た
の
が
、
『
鎌
倉
攬
勝
考
』
で
あ
る
。
『
鎌
倉
攬
勝
考
』
は
、
編
者
植
田
孟
緒

が

『
新
編
鎌
倉
志
』
の
増
補
版
を
目
指

し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
(
B
)
の
説

を
継
承
す
る
の
は
当
然

で
あ
る
。

一
方
で
、
当
時
す
で
に
広
く
浸
透
し
て
い
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た
と
考
え
ら
れ
る

(A
)
も
見
過
ご

せ
な
か

っ
た

の
か
、
最
終
的
に

(
A
)

の
呼
称
を
最
初
に
掲
げ
、
よ
り
詳
し

い
説
明
文
と
し
て

(
B
)

の
説
を
付
す

と
い
う
形
態
を
と

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

「乙
艫
帰
帆
」

(A
)
の
説
明
に

「刀
切
村

の
東
に
船
見
ゆ
る
を
い
ふ

」
23

(
B
)
と
い
う
文
言
を
記
す
と
い

う
、
地
理
上
ま

っ
た
く
別
の
二

つ
の
場
所
を
同

一
の
場
所
と
す
る
苦
し
い
構

成
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

前
期
水
戸
学
派
は
当
時

の
学
問
の
粋
を
集
め
た
場
所
で
あ
る
。
ま
た
幕
府

は
鎌
倉
幕
府
の
継
承
者
を
謳

っ
て
い
る
側
面
が
あ
る
餌
。

こ
の
二
重
の
意
味

に
お
い
て
、
江
戸
定
府

の
水
戸
家
に
よ
る
鎌
倉

の
歴
史
考
証
、
お
よ
び
歴
史

の
再
構
成
化
の
営
み
は
、
知
識
人
層

の
知
識
形
成
、
と
り
わ
け
中
世
前
期

・

鎌
倉
期

の
知
識
形
成
に

一
定

の
規
定
性
を
与
え
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。

三
、
『
新
編
鎌
倉
志
』

の
浸
透

こ
こ
ま
で

『新
編
鎌
倉
志
』
の
後

学

へ
の
影
響
に

つ
い
て
述

べ
て
き
た
。

次
に
こ
の

『
新
編
鎌
倉
志
』
の
受
容

の
程
度
に

つ
い
て
、
よ
り
実
態
的
に
明

ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
紀
伊
藩
家
老
三
浦
家
の
儒
医
で
あ

っ
た
石

橋
生
庵
は
、
『
家
乗
』
と
い
う
興
味
深

い
記
録
を
残
し
て
い
る
。
な
ぜ
興
味
深

い
の
か
と
言
え
ば
、
生
庵
が
何
歳
で
ど
の
よ
う
な
書
物
を
読
ん
だ
の
か
判
然

と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

形
態
は
日
記
形
式
だ
が
、
日
記
と
し
て

は
全
体
的
に
整
然
と
し
て
お
り
、
後

人
が
整
理

・
筆
写
し
た
記
録
と
考
え
ら

れ
る
が
、
知
識
人
の
書
物
受
容
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
申
し
分
な
い
史

料

で
あ
る
。
生
庵
は
、
そ
の
生
涯
に
お
い
て
、
当
主
の
江
戸
参
勤
に
従
い
何

度
も
江
戸
と
和
歌
山
を
往
来
し
て
い
る
。
ま
た
途
中
よ
り
、
侍
読
の
記
事
も

多
く
な
り
、
侍
読

の
た
め
に
借
覧
し
て
い
る
側
面
も
強

い
。
こ
の
史
料
に

つ

い
て
は
、
長
友
千
代
治
氏
に
よ
り
、
江
戸

・
和
歌
山
に
お
け
る
書
肆
と
の
交

流

の
実
態
に

つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が

%
、
こ
こ
で
は
鎌
倉
に
関

連
す
る
書
物
の
借
覧

・
購
入
に

つ
い
て
考
察
を
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

表
4
は
、
彼
が
本
を
読
み
は
じ
め
て
か
ら
、
元
禄
六
年

(
一
六
九
三
)
に

よ
う
や
く
念
願

の
鎌
倉
参
詣
を
果
た
す
ま
で
の
、
鎌
倉
に
関
連
す
る
書
物
の

借
本

・
購
入
本

の
記
録
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
も
ま
た
、
十
二
歳
で

『
太
平
記
』
、
二
十
三
歳

で

『
吾
妻
鏡
』
を
初
読
し
て
以
来
、
『
鎌
倉
九
代
記
』
、

『
神
皇
正
統
記
』
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
書
物
を
借
覧
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、

ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
が
鎌
倉

の
紀
行
文
を
二
つ
購
入
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
三
十
四
歳
頃
に
は
、
鎌
倉

へ
行
き
た
い
と
い
う
明
確
な
意
志

が
あ

っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

生
庵
が
、
は
じ
め
て

『
新
編
鎌
倉
志
』
に
触
れ
た
の
は
、
貞
享
二
年

(
一

六
八
五
)

で
あ
る
。

つ
ま
り
出
版
さ
れ
た
年
で
あ
る
。

こ
の
際
、
江
戸
と
和

歌
山
で

一
度
ず

つ
借
り
て
い
る
。
日
記
に
は
、
水
戸
家

の
学
者
と
の
交
流
の

記
事
が
若
干
あ
る
た
め
、
出
版

の
情
報
、
そ
の
内
容
を

い
ち
早
く
得
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
江
戸
だ
け
で
な
く
、
和
歌
山

へ
帰

っ
て
も
、

積
極
的
に

『
新
編
鎌
倉
志
』
を
借
覧
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
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表4石 橋生庵(紀 頻藩家著三浦家儒医)の 駕代別鎌倉関連本閲覧認録

{年 齢 年代i鋸 地1借 本1 購入 備考!

i12歳 承 応2年(�653)i和 歌 山 太平 記 初 閲
i

1
…

LO歳 万治4蝦1661)}同 歌浄瑠璃義経舐 蠻
i 我 配

i

i

i23歳 轍4年 鵬)P鑑 襯
ii

1臟 寛蠏 騰 鄲 鑑
il

}26歳 、 寛 文7年(1667)i間 皇 正 統 記 、ir家:評

ii.判 、 小 田 原 記

神皇正統魏 神皇正繍 己は騨
入後読破i

r歳 皺8鞴6塑
東鑞 i

…

i31歳 、 寛 文12年(1672>ini

i

鎌倉九代詑 i
}

133歳 延宝2年(1餬 …同i北 条盛覦

i

i
i34歳、廼窯3年(1675)隔i鎌 倉九代寵
ili
…

沢庵鎌禽顧礼
記

i

ﾎ

iセ

i36歳 礁6年(1677)}同i蕪1鼕 盤 代
…

1
13臟 盤8年(168⑪>i舮i+六 夜 隴

瞳

司i

i
i4◎歳 、延 宝9年(1681)in謙 倉 記 、 後太 平 寵

ii
E

}

i臓 翻 年(168戞);nl繖 平灘 鎌鰍
瑾

{

」t

臓 鱗 ㈹ …同 灘 倉憲 i

嫌 、 醇3隼(168E)1和 歌 由
i

薮編鎌倉志、難太単
記

i

}

1

…

と

i

…

廼歳購 醐 舮
i

i

i

i

続太平記

…4蹴 冗禄2年(醐 臓i鰍 太轄
iI

}i

i残太親 騰 記臓 湘 鞭91)i襯 … …

}

i穢 、元禄5年(1692)i舮
i1

1続太 平 寵
、 瓠編 鎌 倉

志 〈12/2◎〉 }
i52歳 充榔 年(1693)i同 贓 覊 鎌 倉 志 返簿il〈

2/2)

……… 門

1月2旧 ～26pi

鎌 倉 参 詣i
渡)諏 歇由大学紀弼経済史文牝壷研究tr謬 紀飜藩署糲家家乗羨(溝 文堂醗販 、1984`〉 お よび 嫁 乗」 縫 友f代 治 罫透轡:

の続書葦.膏 黨堂書店、1987年 に觝収)よ り修歳.
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そ
し
て
五
十
二
歳
に
し
て
と
う
と
う
鎌
倉
参
詣
を
達
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
前
年

(元
禄
五
年
)

の
十
二
月

二
十
日
に
は

『
新
編
鎌
倉
志
』
を
五
年

ぶ
り
に
借
り
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
出

発
ま
で

一
ヶ
月
間
じ

つ
く
り
精
査
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
鎌
倉
紀
行

は

一
月
二
十

一
日
に
始
ま

っ
て
い
る
%
。

や
は
り
生
庵
も
、
金
沢

・
鎌
倉

・
江

ノ
島
の
三
所
巡
り
を
し
て
い
る
。
鎌
倉

内
の
参
詣
行
動
も
、

一
章

で
論
証
し
た
よ
う
に
、
彼
も
ま
た
雪

の
下
に
宿
泊

し
、
お
よ
そ
四
日
間
鎌
倉
内
の
す
べ
て
の
方
面

へ
足
を
伸
ば
し
、
隈
無
く
巡

見
し
て
い
る
。
そ
の
後
同
月
二
十
六

日
に
帰
宅
し
た
の
ち
、
六
日
後

の
二
月

二
日
に

『新
編
鎌
倉
志
』
を
返
却
し
て
い
る
。
こ
の
六
日
間
は
復
習
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て

一
知
識
人
を
例
に
取
り
、
鎌
倉
に
焦
点
を
あ
て
て
考
察
す
る
と
、

鎌
倉
参
詣

・
『
新
編
鎌
倉
志
』
の
借
覧

・
紀
行
文

(『
鎌
倉
順
礼
記
』
『
鎌
倉

記
』
)
の
購
入
と
い
う
行
為
は
、
す
で
に
得
て
い
た
中
世
の
知
識
を
も
う

一
度

再
確
認
し
、
再
構
成
す
る
機
会

・
手
段
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
と

言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
『新
編
鎌
倉
志
』

の
場
合
、
大
部
で
あ
る
た
め
携
帯

に
は
極
め
て
不
向
き
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
こ
の
地
誌
は
、
鎌
倉
参
詣
に

あ
た

っ
て
、
事
前
に
復
習
す
る
た
め

の
も
の
と
し
て
、
実
用
的
な
目
的
の
た

め
に
読
ま
れ
た
書
物
な
の
で
あ
る
。

ま
た

『
新
編
鎌
倉
志
』
は
、
鎌
倉
参
詣

と
は
無
縁

の
時
期

(貞
享

二
年
)
に
も
借
覧
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

『
吾
妻
鏡
』
『太
平
記
』
の
よ
う
な
編
年
体

の
書
物
に
対
し
て
、

ひ
と

つ
ひ
と

つ
の
場
所
ご
と
に
整
理
さ
れ
た

『
新
編
鎌
倉
志
』
は
、
鎌
倉

の
紀
行
文
と
あ

わ
せ
て
、
中
世
の
基
本
的
文
献

の

一
つ
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
と
は
言
え

な
い
だ
ろ
う
か
。
項
目
別
に
編
ま
れ
た
正
統
な

「歴
史
書
」
と
し
て
、
あ
る

い
は
あ
る
特
定

の
人
物
、
事
件
の
記
事
に
た
ど
り
着
き
や
す
い
、
便
利
な

「事

典
」
と
し
て
、
後

の
名
所
案
内
記

・
紀
行
文
の
編
者
な
ど
に
利
用
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
『
新
編
鎌
倉
志
』

の
売
買
金
額
は
い
か
ほ
ど
の
も

の
だ

っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
表
5
の
左
側
は
、
名
古
屋
で
貸
本
屋
を
営
ん
だ
大
野
屋
が
、
明

治
三
十
二
年

(
一
八
九
九
)
に
京
都
大
学

へ
蔵
本
を
売
却

し
た
時
の
値
段
で

あ
る
。
表

5
の
右
側
は
、
名
古
屋

の
国
学
者

で
、
徳
川
宗
春
に
使
え
た
河
村

秀
根
と
、
そ
の
息
子
益
根

の
時
代
に
、
河
村
家
が
購
入
し
た
書
物

の
金
額
で

あ
る
。

こ
の
二

つ
の
事
例
を
比
較
す
る
と
、
同
じ
名
古
屋
で
あ
る
こ
と
に
も

起
因
す
る
の
か
、
書
物
問

の
値
段

の
比
率
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
よ

っ
て
河
村
家
が
書
物
を
購
入
し
て
い
た
記
録

の
あ
る
十
人
世
紀
後
半

か
ら
十
九
世
紀
初
頭
ま
で
の
時
期

の

『新
編
鎌
倉
志
』

の
売
値
を
類
推
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ

こ
で
計
算
す
る
と
、
十
匁
と
い
う
数
字
が
導
か
れ

る
。
十
匁
が
高

い
か
否
か
の
判
断
は
難
し
い
が
、
決
し
て
安
い
物
で
は
な
い
。

専
門
的
知
識
人
で
も
な
い
と
、
そ
う
そ
う
買
う
物
で
は
な
か

っ
た

の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
と
す
る
な
ら
ば
、
『新
編
鎌
倉
志
』
は
、
知
識
人
層
の
間
で
受

容
さ
れ
、
影
響
力
を
保
持
し
た
地
誌

・
名
所
案
内
記

で
あ
る
と
言
え
る
。
そ

し
て
そ
の
影
響
力
は
、
彰
考
館

の
権
威
が
増
す
に

つ
れ
て
ま
す
ま
す
強
ま

っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
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表5大 惣本 ・河村秀根蔵書の鎌倉欄連図書の売買値段

大惣塞(萌 治32年) 河村家蔵書(18◎0年 離後)

書名 購 入,.額 書名 購入金額
萩編鎌倉志(9冊) 2円

鎌 倉 物 諮 く5絹})
卜

3灣

鎌倉年代図会 く5}B) 50銭

絵本鎌倉薪謡 く61N}) 30銭

鎌倉大草紙(2冊)
卜

30銭

鎌倉太単記 く12冊) 30銭

鎌禽志略(1冊) 1陽

元亨釈書 9匁1.5本

勲注ゑ入源平盛袰記(24冊}) 2円

平 家 物 語 く長 門本)(2◎ 冊)

瞬(12{冊)

7fi35Q銭

1円20銭 tI家 物 語(12巻6本) 6匁

東鑑(脱 漏) 23匁26本

太 平 寵(硅1巻2珊)

瞬(41巻4珊 〉

購 〈41巻1跚 〉

2P9

5円

1滯

太平認(21本) 10匁

i
北条五代記(1◎ 冊 1F950銭 l

i

難 太 単 記(2冊)・ 20銭 難太平記(2本) 1匁5分
太平記評判(45冊 〉 14円

注)鬣 康都大挙蔵大惣本Q録 毒(京 都火学附属 鬻書館、1988>、 「河村秀根蔵書 羅録」(雨 揚 鍵近 世の議鞍耋勝収)よ 舅㌻

成.前 者の金額は鰐蕕32年 京都帯大へ莞却時の値段.

こ
こ
ま
で
近
世

の
寺
社
参
詣
史
に
お
い
て
、

一
つ
の
書
物
が
ど

の
よ
ジつ
な

影
響
力
を
及
ぼ
し
た
か
考
察

し
て
き
た
。
ま
た
必
然
的

に
近
世

の
人
々
の
知

識
受
容

の
実
態
解
明
を
問
わ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
近
世
前
期
よ
り
鎌
倉
参

詣
の
主
力
と
な

っ
て
い
た
江
戸
在
住
の
知
識
人
層
は
、
名
所
図
会

・
名
所
案

内
記
類
な
ど
に
必
ず
し
も
惑
わ
さ
れ
ず
、
目
的
意
識

の
は

っ
き
り
と
し
た
行

動
を
見
せ
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
雑
史

・
軍
記
物
の
精
読
あ
る
い
は
そ

の
他
の
手
段
に
よ
る
複
合
的
知
識
形
成
が
あ

っ
た
。
と
り
わ
け
鎌
倉

・
金
沢

の
よ
う
に
、
参
詣
者
に
高

い
教
養
を
強

い
る
名
所
の
場
合
、
そ
れ
以
前
に
形

作
ら
れ
た
教
養
に
よ

っ
て
自
発
的
に
参
詣
行
動
が
惹
起
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
し
た
が

っ
て
彼
ら
の
場
合
、
大
衆
的
情
報
文
化
は
あ
く
ま
で
も
実
用
的

な
目
的
に
の
み
利
用
さ
れ
る
も
の
で
、
副
次
的

・
補
足
的
な
も
の
で
あ

っ
た

と
言
え
る
。

お
わ
り
に

三
章
を
小
括
す
る
な
ら
ば
、
『
新
編
鎌
倉
志
』
は
、
主
に
知
識
人
層
が
鎌
倉

訪
問
を
志
し
た
時
点
で
、
彼
ら
が
以
前
に
雑
史

・
軍
記
物
な
ど
を
読
破
し
て

得
た
中
世
の
知
識
を
も
う

一
度
確
認
し
補
完
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
た
。

そ
の
意
味
に
お
い
て
、
『
新
編
鎌
倉
志
』
は
旅
を
啓
発
す
る
も
の
で
は
な
か

つ

た
。
ま
た
寺
社
参
詣
に
お
い
て
実
用
的
で
あ
り
な
が
ら
、

一
方

で

〈知
〉
形

成

の
機
能
も
担

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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た
だ
し
、
本
稿

で
は
書
物

の
別
の
側
面
も
明
ら
か
に
な

っ
た
。
本
稿

で
素

材
と
し
た

『
新
編
鎌
倉
志
』
は
彰
考
館

で
作
成
さ
れ
た
地
誌
で
あ
る
。
水
戸

徳
川
家

で
編
纂
さ
れ
た
書
物

で
あ
る
と

い
う
権
威
を
も

っ
て
、
『新
編
鎌
倉
志
』

は
、
後
の
地
誌

の
記
述

の
定
番
化
、

名
所

の
固
定
化
を
も
た
ら
し
た
。
伝
承

調
査
、
文
献
考
証
、
引
用
文
献
の
明
記
と
い
う

『
新
編
鎌
倉
志
』
の
特
徴
は
、

地
元
民
、
在
地
出
版
、
参
詣
者

へ
そ
れ
ぞ
れ

一
定

の
方
向
性
を
与
え
た
の
で

あ
る
。
と
り
わ
け
江
戸
の
知
識
人
に
対
し
て
は
、
中
世

の
基
本
的
文
献
の

一

つ
と
し
て
有
効
性
を
持
ち
、
そ
れ
が
彼
ら

の
紀
行
文
の
記
述
内
容
ま
で
も
左

右
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

近
世
文
化
史
に
お
い
て
、
情
報
文
化
の
発
達
は
特
徴
的
な
歴
史
的
現
象

の

一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
で
の
論
証
に
お
い
て
、
旅
文
化
に
お

い
て
生
成
さ
れ
た
情
報
文
化
の
矛
盾
が
浮
か
び
上
が

っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

つ
ま
り
、

一
つ
の
書
物
が
世

に
出
る
こ
と
に
よ
り
、
逆
に
旅
行
動

の

規
制
、
名
所
創
造
の
規
制
を
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
新
編
鎌
倉
志
』

は
、
知
識
人
層

へ
の
権
威
を
保
持

し
た
と
い
う
点
で
特
異
な
も
の
と
言
う
べ

き
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

一
つ
の
名
所
案
内
記
が
流
布
す
る
こ
と
に
よ

り
、
寺
社
参
詣
に
、

「文
化
の
形
成
」

と
は
逆

の
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
る
こ

と
は
決
し
て
稀
な

こ
と
で
は
な

い
だ

ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
現
在
鎌
倉

の
著
名

な
観
光
地
は

「簡
略
型
」
と
重
な

っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
.近
世
の
大
衆
的

「簡

略
型
」
が
現
在
名
所
の
あ
り
方
を
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
寺
社
参
詣
の

発
達
に
は
、

こ
う
し
た
二

つ
の
相
反
す
る
変
遷
過
程
を
孕
ん
で
い
る

の
で
あ

る

。

注1

竹
田
聴
洲

『
祖
先
崇

拝

民
俗

と
歴

史
』
、
平
楽
寺
書

店
、

一
九
五
七
年
。

同

「
近

世
社
会

と
仏
教

」

(『
岩
波

講
座

日
本
歴
史
』

九
、

一
九
七

五
年
)
。

同

『
日
本

人

の

「家
」
と
宗
教

』
、
評
論
社
、

一
九
七
六
年
。

2

大

桑
斉

『
寺
檀

の
思

想
』
、

教
育
社

、

一
九
七
九

年
。

同

『
日
本

近
世

の
思
想

と

仏
教
』
、
法

蔵
館
、

一
九

八
九
年
。

3

朴
澤
直
秀

『
幕
藩
権
力

と
寺
檀
制
度
』
、

吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇

四
年
。

4

高
埜
利
彦

「幕
藩
制
国
家

と
本
末
体
制

」
(『
歴
史
学
研
究
』
別
冊
、

一
九

七
九
年
)

(後
に
同

『
近
世

日
本

の
国
家
権
力

と
宗
教
』
、
東
京
大

学
出
版
会
、

一
九

人
九
年
)
。

5

塙
書
房
、

一
九
六

四
年
。

6

水
江
蓮

子

「
初
期
江

戸
の
案

内
記
」

(西

山
松

之
助
編

『
江

戸
町
人

の
研
究
』
三
、

吉
川

弘
文
館
、

一
九
七

四
年
)
。

田
中

智
彦

「近
世
末
、
大
坂
近
在

の
参
詣
遊
山
地

」

(『
山

田
安
彦

教
授
退
官

記
念
論
文
集
転

換
期

に
立

つ
地
域

の
科

学
』
、
古

今
書
院
、

一
九
九

三
年
)

(
後

に
同

『
聖
地

を
巡

る
人
と
道

』
、
岩

田
書
院

、

二
〇
〇

四
年

)
。

鈴

木
章
生

『
江

戸

の
名

所
と
都
市

文

化
』
、
吉

川
弘

文
館
、

二
〇
〇

一
年
。

上
杉
和

央

「
十
七
世
紀

の
名
所
案
内

記

に
み
え
る
大
坂

の
名
所
観
」

(『
地
理
学

評
論
』
七
七

-

九
、

二
〇
〇

四
年
)
な
ど
。

7

山
近
博
義

「近
世
奈

良

の
都
市

図
と
案
内

記
類
1

そ

の
概
要

お
よ
び
観

光
と

の
関

わ
り
」

(『
奈
良

女

子
大

学
地

理
学
研

究
報
告

』
五
、

一
九
九

五
)
。

上
杉

和
央

「
近
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世

に
お
け

る
浪
花
古

図

の
作

製
と
受

容
」

(『
史
林
』

八

五
-

二
、

二
〇

〇
二
年
)
。

青
柳
周

一

「近
世
後

期

の
絵
図

・
地
誌
作
成

と

「旅
行

文
化
」
1

近

江

の
旅
行
史

関

係
史
料

か
ら
ー

」

(『
民
衆
史

研
究
』
六
七
、

二
〇
〇

四
年
)
。

8

川

名
登

「
『
利
根

川
図
志

』

の
販
売
と

購
読
者

層
」

(『
千
葉

経
済

短
期
大

学
商
経

論
集
』

一
八
、

一
九

八
五
年

)

(後

に
同

『
河
川
水

運

の
文
化
史
-

江
戸

文
化
と
利

根
川
文
化
圏
』
、
雄
山
閣
、

↓
九

九
三
年
)
。

9

歴
史
学

で
は
、

小
林

准
士

「
近
世
に

お
け
る
知

の
配
分
構
造
-

元
禄

・
享

保
期

に

お
け

る
書

誌
と
儒

者
1

」

(『
日
本
史

研
究
』

四
三
九

、

一
九

九
九
年

)
。
若

尾
政
希

『
「太

平
記
読
み
」
の
時
代
ー

近
世
政
治
思
想
史

の
構
想
』
、
平

凡
社
、

一
九
九
九
年
。

同

「
近
世
人

の
思

想
形
成

と
書
物
-
近

世

の
政
治
常

識
と
諸
主
体

の
形
成
」

(『
一
橋

大
学

研
究
年

報

社
会
学

研
究
』

四

二
、

二
〇

〇
四
年

)
。
国

文
学

で
は
、
長

友
千

代
治

①

『
近
世
貸

本
屋

の
研
究
』
、
東
京

堂
出

版
、

一
九
八

二
年
。

同
②

『
近

世

の

読
書
』
、
青
裳
堂
書

店
、

一
九
八
七
年
。

同
③

『
江

戸
時
代

の
書

物
と
読
書
』
、

東
京

堂
出
版
、

二
〇
〇

一
年
。
地

理
学

で
は
、

上
杉
和
央

「青

年
期
本

居
宣
長

に
お
け
る

地
理
的
知

識

の
形
成
過
程

」

(『
人
文
地

理
』
五

五
-

六
、
二
〇
〇
三
年
)
。

10

「新
編
鎌
倉

志
」
、
東
京
大

学
史
料
編
纂

所
所
蔵
。

11

拙
稿

「大
山
参

詣
に
見

る
近
世

の
旅
-

旅

日
記

の
分
析

を
通
じ

て
ー

」

(『
郷

土
神

奈
川
』

四

二
、

二
〇

〇

二
年
)
、

六
～
七

頁
。
伊
勢

参
宮

に
お

い
て
、

日
常

参
詣

が

可
能
な
場
合
、
省
略

さ
れ
る
傾
向

に
あ

る
。
こ

の
拙
稿

の
分
析

で
は
、
鎌
倉

の
場
合
、

関
東

か
ら

は

二
〇
%

で
あ
る

の
に
対
し
、
東
北

か
ら

は
実

に
八
五
%

の
割
合

で
訪

れ

て

い
る
。

12

注

10
に
同
じ
。

13

「鎌
倉

攬
勝
考

」
『
新
編

相
模
国

風
土
記
稿
』
第

六
巻

〈大

日
本
地

誌
大
系

第

二

十
四
巻
〉
、

雄
山
閣
、

一
九
八
○
年
、

三
五
九
頁
。

14

「
鎌
倉

日
記
」

鎌
倉
市

史
編
さ

ん
委

員
会

編

『
鎌
倉

市
史

』
近

世
近
代

紀
行
地

誌

編
、
吉
川

弘
文
館
、

一
九

八
五
年
、
三

四
頁
。

15

注
10

に
同
じ
。

16

「鎌

倉
物

語
」
横

山
重

監
修

『
近
世

文
学
資

料
類
従

古

板
地
誌

編
十

二

鎌
倉

物
語

・
澤
庵
順
禮

鎌
倉
記
』
、
勉

誠
社
、

一
九

七
五
年
。

17

柳
枝

軒

に

つ
い
て
は
、
倉

員
正

江

「水

戸
藩
儒
酒
泉
竹
軒

と
韻
書

『
洪
武
聚
分
韻

』

の
編

纂
-

書
肆

茨
木
多

左
衛
門
と

の
関
係
に
及
ぶ
ー

」

(『
近
世
文
藝
』

六
六
、

一
九

九
七
年
)
、

小
林
准
士

(
注

(
9
)
論

文
)
、
本
間

純

一

「書
肆

と
説
話
-
柳
枝

軒

・
茨

木
多

左
衛
門

の
出
版

活
動
か
ら
ー
」
(
『
説
話

・
伝
承
学
』
八
、
二
〇
〇
〇
年
)
な

ど
、

近
年

研
究
が
相

次

い
で
発
表

さ
れ

て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

何
故
水
戸
家

の
出
版

物
を
茨

木
屋
が

一
手
に
扱

え
た

の
か
、

に

つ
い
て
は
全

く
も

つ
て
不
明
で
あ
る
。

し

の
ぶ

18

加
藤
紫

識

「
「鎌
倉

名
所

記
」
ー
版

行
と

そ

の
周

辺
1

」

(『
東
洋
大
学

大
学

院
紀

要
』

三
八
、

二
〇
〇

二
年
)
、

二
九

九
-

三

二
四
頁
。

19

注

4
、

七
二
頁
。

20

注

10
に
同
じ
。

21

右

に
同
じ
。

22

関
靖

『
か
ね

さ
わ
物

語
』
、

横
浜

土
地
新

報
社
、

一
九

三
八
年
。

山
中

裕

「能

見

堂

の
歴
史
-

金
沢
能
見
堂

八
景
縁
起
考
ー
」

(『
一二
浦

古
文
化
』
四
、

一
九
六
八
年
)
。
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前

田
元
重

「武
州
金

沢
能

見
堂

と
そ

の
出
版
物

に

つ
い
て
」
上

下

(『
金
沢
文

庫
研

究
』

二

二
七

・
二
二
八
、

一
九

七
五
年

)
。

同

「金

沢
八
景
絵

図
考
-

横
長
版

三
種

に

つ
い
て
ー

」

(
『
三
浦

古
文

化
』
三

三
、

↓
九

八
三
年

)
。

同

「武
州

金
沢
金

龍
禅

寺

の
刊
行

物
」

(『
三
浦

古
文
化
』

三
七
、

一
九
八

五
年
)
。

23

注

13
、

三
六
四
頁
。

24

深

谷
克

己

『
綱

ひ
き
す

る
歴
史
学
-

近

世
史
研

究

の
身

構
え
ー

』
、

校
倉
書

房
、

一
九

九
八
年
、

一
九
八
頁
。

岸
本
覚

「
長
州
藩
祖
廟

の
形
成
」

(『
日
本
史

研
究
』
四

三
人
、

一
九
九
九
年

)。

25

注

9
長
友
千
代
治
②

著
書
。

26

和
歌

山
大
学

紀
州

経
済
史

文
化

史
研
究

所

『
紀

州
藩

石
橋
家

家
乗
』
、
清

文
堂
出

版
、

一
九
八

四
年
、

二

一
五
i

二
二
五
頁
。
鎌
倉
参

詣

の
部
分

は

「鎌
倉
紀

行
」
と

題
さ

れ
て

い
る
。

寺社参詣における書物の機能(原)
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図

2

史
料
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寺社参詣における書物の機能(原)
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